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決算概要

（１）総　括

　平成26年度の決算総額は、収入が70億4645万円、支出が68億3270万円となり、全ての会計で赤字はありません

でした。

　各会計の決算額は、次のとおりです。

会　　　計 予 算 額 収　　入 支　　出 差　　引

一　般　会　計 64億2705万円 63億5512万円 61億4236万円 2億1276万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3億8226万円 3億8254万円 3億8160万円 94万円

後期高齢者医療特別会計 1億 357万円 1億 272万円 1億 267万円 5万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億7722万円 1億7572万円 1億7572万円 0万円

農業集落排水事業特別会計 3084万円 3035万円 3035万円 0万円

合　　　計 71億2094万円 70億4645万円 68億3270万円 2億1375万円

（２）一般会計の収支状況

　一般会計は、２億1276万円の黒字となりました。

　過去10年間、毎年黒字となっており、この間の黒字額の合計は約18億5千万円です。

　このお金は、翌年度へ繰り越して使ったものもありますが、それ以外はすべて町の貯金に積み立てています。

　過去10年の収支の推移は、次のとおりです。

一般会計の収支の推移
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【歳入】一般会計の収入の内訳は、次のとおりです。

項　　　　　目 平成25年度 平成26年度 H26 - H25

依
存
財
源

地 方 譲 与 税 な ど 2億1278万円 2億 852万円 △426万円

地 方 交 付 税 33億 542万円 31億7784万円 △1億2758万円

国 庫 支 出 金 3億4791万円 3億2794万円 △1997万円

道 支 出 金 3億7848万円 4億1391万円 3543万円

町 債 5億3708万円 12億2267万円 6億8559万円

自
主
財
源

町 税 6億 148万円 5億8017万円 △2131万円

分 担 金 及 び 負 担 金 2940万円 9411万円 6471万円

使 用 料 及 び 手 数 料 1億3990万円 1億3167万円 △823万円

財産収入・諸収入など 1億7587万円 1億9547万円 1960万円

繰 入 金 459万円 282万円 △177万円

合　　　　　計 57億3291万円 63億5512万円 6億2221万円

　依存財源とは、国や北海道から受けるお金や借金のことを、自主財源とは、まちが直接受けるお金のことをい

います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　自主財源の割合は15.8パーセントとなっており、大部分の収入を依存財源に頼っている状況です。ただし、依

存財源の大部分を占める地方交付税は、全ての市町村が一定水準以上の行政サービスを行うために必要なお金と

して、国で集めた税金が地方に配分されるもので、地方公共団体固有の財源として自由に使えるお金ですので、「依

存財源の割合が高いからまちの財政が厳しい」ということではありません。

【歳出】一般会計の歳出の内訳は、次のとおりです。

項　　　　目 平成25年度 平成26年度 H26 - H25

総 務 費 8億4082万円 4億5439万円 △3億8643万円

民 生 費 5億9552万円 6億6008万円 6456万円

衛 生 費 4億6843万円 4億6252万円 △591万円

農 林 水 産 業 費 3億 480万円 14億2787万円 11億2307万円

商 工 費 1億7001万円 1億7093万円 92万円

土 木 費 6億1486万円 5億6246万円 △5240万円

消 防 費 1億9861万円 1億9834万円 △27万円

教 育 費 3億6464万円 5億1569万円 1億5105万円

公 債 費 10億3215万円 7億9312万円 △2億3903万円

職 員 費 8億5933万円 8億2645万円 △3288万円

議会・労働・災害復旧費 6505万円 7051万円 546万円

予 備 費 0万円 0万円 0万円

合　　　　計 55億1422万円 61億4236万円 6億2814万円

　総務費が減少したのは、平成25年度に、公共施設の維持更新に必要なお金を準備するための基金への積立額を

大きく増やしていたためです。農林水産業費が大きく増加したのは、国営樺戸地区土地改良事業の完了に伴い、

町の負担金を一括償還したためです。教育費が大きく増加したのは、給食センターの増築や開拓記念館の大規模

改修をしたためです。公債費（借金の返済）が減少したのは、繰上償還額が減ったためです。
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（３）まちの借金

　まちの収入には多くの借金が含まれています。しかし「財政状況が苦しいから借金に頼っている」ということ

ではありません。市町村が借金をする場合、その返済金の一部を国が普通交付税によって補
ほ

填
てん

してくれるという

仕組みがあります。まちの実質的な負担が少なくなるよう、この仕組みを利用して、毎年借金をしています。

　もちろん、借金は少ないに越したことはありませんので、繰上償還などにより、できるだけ借金残高が少なく

なるように努めています。

　毎年の借入金額と返済金額（利子を含む）、借金残高の推移は、次のとおりです。

借入金額と返済金額、借金残高の推移

　平成26年度は国営樺戸地区土地改良事業の負担金を一括償還するための大きな借り入れがあったので、平成25

年度と比較して借金残高は増えましたが、この10年間で見ると、約50億円減少しています。

（４）まちの貯金

　新十津川町の貯金残高は、平成26年度末（平成27年５月31日現在）で約61億4000万円になりました。毎年、着

実に増やしており、借金の大部分を貯金だけで返すことができる状態になっています。

　借金残高と比較した貯金残高の推移は、次のとおりです。

貯金残高の推移
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財政指標

　市町村は、財政状況をチェックするための目安として、さまざまな指標を算定し公表することになっています。

代表的な指標についてお知らせします。

（１）経常収支比率

　普通交付税などのように、自由に使えるお金として毎年入ってくる収入に対し、人件費や借金の返済金のよう

に毎年決まって支払わなければならない支出がどれくらいあるのかを表す指標です。比率が高くなるほどに自由

に使えるお金が少なく財政が硬直化していると言えます。中空知10市町の平均と比較してみましょう。

経常収支比率

　中空知10市町の平均より低い（良好な）値で推移しています。

（２）健全化判断比率

　自治体は、財政の健全性を示す指標として、一般会計の赤字額の規模を表す「実質赤字比率」、全会計の赤字

額の規模を表す「連結実質赤字比率」、借金の返済額が大きすぎないかをチェックするための「実質公債費比率」、

将来に残す借金が大きすぎないかをチェックするための「将来負担比率」の４指標からなる健全化判断比率を算

定し公表しなければなりません。平成26年度の比率は、次のとおりです。
（単位：％）

健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

新十津川町 赤字はありません。赤字はありません。 2.3 

借金に充てること
ができる貯金など
の財源が、借金を
上回っています。

早期健全化基準 
（黄信号）

15 20 25 350 

財政再生基準 
（赤信号）

20 35 35 

　全ての比率は、低いほど財政状況が良いと判断されます。いずれかの比率が一定の基準を超えると、借金の借

り入れなど、財政運営上の制約がかけられます。

中空知10市町とは、芦別市、

滝川市、赤平市、砂川市、

歌志内市、奈井江町、上砂

川町、浦臼町、雨竜町、新

十津川町です。平成26年度

は、本書作成時点で他市町

の状況が未公表のため、新

十津川町のデータのみ掲載

しています。
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